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（成果概要） 

 

HeKKSaGOn に加盟しているドイツ・ハイデルベルグ大学の訪問の間では，こちらで進めている生

物学における数理モデリングを発展させる方向を探ることに専念しました．まずは，田中求教授

がリーダーを務める「バイオシステムの物理化学」研究室のある物理化学研究院

（Physikalisch-Chemisches Institut）を訪れて，研究室のメンバーである Stefan Kaufmann 博士に詳

しいラボ・ツアーを案内していただきました．細胞が周りの環境と相互作用する過程を定量的に

調べるための精密機器（蛍光顕微鏡，示差走査熱量計，表面弾性波装置，などなど）とそこに加

えられた様々な工夫を実際に見学することで，我々が行なっている細胞組織の数理モデリングに

おいてどのような物理的パラメータを使用することが応用面で現実的か，それらのパラメータを

定量的に評価することがどれだけ困難かについてわかり，非常に勉強になりました． 

 

翌日は，同研究院で田中求教授と研究打ち合わせを行いました．まずは，田中先生より研究室の

研究内容とプロジェクトの紹介があり，次に数理モデリングに関係する二つの研究プロジェクト

について議論しました．その一つは，造血幹細胞の挙動を解明する目的があり，細胞の変形と運



動の関係を記述する数理モデルと正確な実験による測定の組み合わせのおかげで順調に進んで

いるものです．もう一つは，アメリカツメガエルの胚での脊索原基の伸長の基本原理を解明する

のが目的で，牽引力顕微鏡を用いた力場の精密計測と対称性の破れなどの動態の物理的解析を組

み合わせる方向で進められているものです．それぞれのプロジェクトで数理モデリングの参戦に

ついてさらに検討していく予定です．最後に，田中教授にキャンパスのツアーをしていただき，

ハイデルベルグ大学に生物学・医学・物理学・化学・数学を橋渡しする研究施設が数多くあるこ

とに驚きました．とくに目に留まったのは，数理科学・生命科学と技術の境界線で動いている

BioQuant でした． 

 

 

Czochra教授の研究室の訪問             Mathematikon の建物        京都大学のオフィス入り口 

 

ハイデルベルグ市の中心部にある大学本部とその近くにある京都大学とHeKKSaGOnのオフィスも

訪れました． 

 

最後の日は，応用数学研究院（ Insitute of Applied Mathematics, Mathematikon）の Anna 

Marciniak-Czochra 教授とその研究室のポスドク，Thomas Holstein と研究打ち合わせをしました．

Holstein 氏と常微分方程式系による白血病幹細胞の数理モデルについて詳しく話しました．その

後，感覚器官における上皮細胞のパターン形成に関するこちらの数理モデルによる解析を紹介し，

それぞれのアプローチを組み合わせる可能性について議論しました．また，京都大学では最近，

Czochra 教授の専門である応用数学関係の研究者が増え，HeKKSaGOnの枠組みでの協力を進めてい

く意向を確認しました． 

 

出張の後半は，チェコ・プラハに移動し，チェコ科学アカデミーの Institute of Thermomechanics

での研究打ち合わせに加え，チェコ科学アカデミーの Mathematical Institute の”Current Problems in 

Numerical Analysis”という定期セミナーで上記の感覚器官における上皮細胞のパターン形成に関

する数理モデルとその数値解析について，共同研究者の Rhudaina Mohammad と共に発表しまし

た．発表タイトルは”Mosaic Cellular Patterns of Sensory Epithelial Tissues: An Interface Evolution 

Problem”で，セミナー後の質疑応答でたくさんのアイデアが出て，実り多い時間となりました． 


